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　１月１日発生しました能登半島地震において、お亡くなりになり
ました方のご冥福をお祈りするとともに、未だ行方不明の方の一
日も早い救出を心からお祈り申し上げます。また、被災されました
すべての方にお見舞い申し上げます。
　東日本大震災を体験した私たちは、防災先進圏域として、震災
で得られた数々の知見や教訓を確実に伝承していく責務があり
ます。
　私達地域建設業は、「地域の守り手」として全力で復旧・復興に
取り組んできました。北陸においても、私たちの仲間は、自ら被災
者でありながら地域の復旧・復興のために精励しています。
このように地域建設業は、災害応急・復旧活動を始め良質な公共
構造物の提供、維持管理等のほか様々な社会貢献活動を行って
おります。
　皆さんは小さい頃、建設重機にあこがれませんでしたか?
何もないところから現場をつくり上げるワクワクするやりがいの
あるスケールの大きな仕事です。
　ICT・DX・BIM/CIMによる建設現場環境の変化により飛躍的に
「安全・安心・効率的」に生まれ変わっています。
　働き方改革による週休２日制やIoT、AＩ等の新技術を積極的に、
建設施工やインフラメンテナンスの現場を推進しています。
それを担っていただくのが若い皆さんです。給料が良い、休暇がと
れる、希望が持てる、加えてかっこいい、の新４Kを目指す地元建
設企業で働きませんか?
　働く人を大切にし、安全・安心な地域づくり産業として一緒に社
会貢献し、地域を守り育みましょう!

～ワクワク好奇心を仕事に～
地域建設業がインフラDX現場に
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　青森県むつ市にある熊谷建設工業で働く須道祐美さんは、本州
最北端の下北地方唯一の女性建築技術者。昨年12月に第二子の長男
を出産して産休・育休を取得中だ。
　東通村の出身で、中学校進学を機に隣のむつ市に家族とともに転居
した。建設産業とは無縁の家庭に育ち、当時は「職場体験で訪れた
介護や保育などの仕事に就ければよかった」と漠然とした将来像を
描いていたという。
　一つ目の転機は「自宅から近かった」という理由で決めた青森県立
むつ工業高校への進学だ。ラグビー部のマネジャーを務め、カラオケ
やプリクラなど周りと同じように青春を謳歌しつつも「割とまじめに
頑張っていた」と、設備システム科（現設備・エネルギー科）では「配管
などの勉強がメインで建築の勉強はかじる程度だったけれど、製図
はよく褒めてもらえた」と自信を持った。
　建築設計の道に進もうとした就職活動では、首都圏にある設計事務
所を志望したものの「集団面接の雰囲気にのまれて、ほとんどしゃべ
れなかった」と採用には至らず。東日本大震災の影響で社会全体が
混沌とする中、高校の先生に薦められた岩手県立産業技術短期大学
（岩手県矢巾町）の建築科に進学した。
　親元を離れて隣県で寮生活を送ることになったが、建築全般の基礎
知識を学びながら「実践的な体を動かす実習も多くて楽しかった。
経験がある社会人も多く、発想が豊かな人たちが多かった」と周囲
から刺激を受けて勉学に打ち込んだ。
　在学中に母が急逝したため、「父が1人になる」と帰郷を決意。自ら
ハローワークに通い、むつ市内に限定して就職先を探したものの
「設計職の求人はなく、現場監督しかなかった」と振り返る。
　当時は“女性活躍社会”という言葉が生まれる前。最初に履歴書を
送った会社からは「女性は採らない」とにべもなく断られた。2社目で
内定をもらったのが実家からわずか8分の距離にある熊谷建設工業
だった。
　社内に女性社員はいるものの「建設業は男社会」という印象のまま、
現場監督見習いとして先輩について学んだが「毎日のように怒られ、
名前を呼ばれるのが怖くなった」と陰で泣いたことも数え切れない。
入社から10年が過ぎ、当時を知る協力会社の人たちからは「よく耐え
たな」と言われたことも。
　主に建築の施工管理に携わる中、CADを使った図面の作成や書類

の整理などを担当した。資格を取得してようやく一人前として認め
られる建設業界にあって「それなりに勉強もしていたけれど、独身の
頃は試験前に遊び歩いたことも。いま思えば本気ではなかった」と
いう。
　「建設業の人とは結婚しない」と周囲に公言していたが、その心を
射止めたのは、協力会社の重機オペレーターとして同じ現場に従事
していたいまの旦那さんだ。4年前に結婚し、1年後に長女を出産した。
東通村で同居する夫の家族の協力を受けて「後には引けない」と勉強
を重ね、2級建築施工管理技士を取得。2級建築士と1級建築施工管理
技士の学科試験にも合格済みだ。
　育児休暇明けには、1人で現場の監理を任された。「最初から1人
で担当するのがどれだけ大変か身に染みた」と責任の重さを痛感し
つつ、周囲のアシストを受けてやり遂げた。
　そんな須道さんは現在、生まれたばかりの長男とかわいい盛りの
長女の子育てに奮闘している。
　令和4年春には産休前にインターンシップで指導した新卒女性3名
が入社する予定だ。下北唯一の女性建築技術者という看板は降ろす
ことになるが、数年後には地域を代表する女性技術者として後進への
指導力も期待される。

“北限の女性建築技術者”

生まれたばかりの長男、
長女と一緒に

　下北半島一の技術力を誇る熊谷建設工業は、その技術力

と信頼から国内外で著名な建築家の作品も手掛ける。須道

さんはリング状の一端が接地し、屋根に登ることができる

「よしの保育園」（手塚建築研究所）などを担当した。また、

桜の花びらを重ねた独特の形状を持つ特別養護老人ホーム

桜木園（waiwai＋白川直行アトリエ）は「四角い建物と違い

少しずつ角度が変わるため、図面からより精密な数値を算出

するのに苦労した」と言う。夫とも出会った思い出の現場だ。

職場訪問

　トプコン社のトータルステーション
の名称で、杭打ちや墨出しに特化した
測量機。誰でも使いやすく、ワンマン
測量ができるため作業効率が高まり、コスト縮減にもつながる。

杭ナビ

教えて
建設用語
！

休日の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

７：00　起床
目覚ましをかけずに起きれる休日
は最高！

９：00　掃除
娘にYouTubeを見せて、その間に
急いで掃除。

10：30　公園遊び
お友達と公園遊び。仲良くしたり、
ケンカしたり、それを見ながらママ
友とたわいない話で盛り上がる。

18：30　夕食・入浴・家事
リクエスト料理なのにあまり食べて
くれない（笑）。休日は時間に余裕が
あって私の機嫌がいいので就寝時
間まで娘とたっぷり遊ぶ。

14：30　帰宅
夕食の準備時間までのんびりひと
休み。

12：00　昼食
ママ友・子どもたちと一緒にランチ。
今日は子どもたちの大好きなラーメン。

8：00　朝食
休日はパン食。マーガリンを塗るの
は娘の係。

９：30　準備
鏡の前で化粧していると娘もまねて
化粧をします（笑）

22：00　就寝
次の日が休みの時は特別に平日より
も遅めの就寝。

17：00　夕食準備
休日は娘に「なに食べたい？」と聞き、
なるべくリクエスト料理をつくる。

13：00　買い物
食材を買いにスーパーへ。お菓子
コーナーに行くとカゴに大量のお
菓子を入れられる。
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設計志望も帰郷で監督に
家族の応援で資格取得
子育てに奮闘中のママさん技術者

1993年5月生まれ。青森県東通村出身。
２級建築施工管理技士

株式会社  熊谷建設工業
本社／〒035‒0073
青森県むつ市中央1‒5‒7
TEL.0175-22-1141　FAX.0175-23-4541
URL　https://kumagai-kk.co.jp

建築部建築課工事係

須道　祐美さん
Yumi　Sudo

Aomori
技術者物語

　現在、入社10年目ですが、当時は若手社員が少なく私は
将来を危惧し、会社の改革をし始めた時でした。入社時は
上司に怒られ、泣いてばかりいた須道さん。ひたむきに業務
に取り組み、施工管理技士を取得し、いまでは協力会社の
方々の人気者に。それから結婚、第1子出産、そして第2子と。
いまでは若手の仲間も増え、彼女のようになりたいと令和
4年度新卒女性3名が入社することに。今後もともに女性が
活躍できる職場を、未来を創っていきます。

代表取締役社長

熊谷 圭之輔氏

上司・先輩
から一言
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　創業時の施工エリアである陸前（宮城県北部）と陸中（岩手県全般）、
陸奥（青森県南部）を総称した三陸土建（盛岡市、木下伸一社長）で、
上下水道管路更生工事などの現場監督を務める中屋敷勇輝さん。
地元・盛岡で育ち「メカメカしいカッコイイ機械が好きな子どもだった」
と、車などの乗り物に関心を示した。特に好んだのがトミカの工事車
両・重機・建機シリーズで「将来はオペレーターとして自由自在に重機
を操る姿を思い描いていた」という幼少期を過ごした。
　中学入学と同時に部活動で柔道を始めた中屋敷さんだが、２年生
だった2011年３月に東日本大震災が発生した。テレビで見た被災地の
復旧・復興に汗を流す作業員の姿に憧れ「自分もスコップを持ち、貢献
したい」との思いから、岩手県立盛岡工業高等学校の土木科に進学。
「盛岡市の直営作業員として長く勤めた祖父が喜んでくれたことが
うれしかった」と振り返る。
　100年の歴史を誇り、建設業界に多くの人材を輩出してきた盛工
土木科で学びつつ、高校でも柔道を継続。稽古を通じて「精神・肉体
ともに鍛えられ、礼儀や作法なども身に付いた」と建設業の使命にも
通じる「精力善用」「自他共栄」という柔の道の理念を体得した。
　三陸土建を就職先に選んだのも部活動の縁からだった。柔道部と
練習場をシェアするレスリング部に所属していた１学年上の先輩の
姿を見て入社を決めた。
　最初に配属された現場は雫石川の災害復旧工事、次いで津波で
流出した仙台湾沿岸海岸の防災林復旧工事にも従事した。念願が
叶っての復興事業の現場だったが「右も左もわからないまま、お客
さん状態だった」と、中学生のころに思い描いた姿と現実は異なった。
また、岩手県八幡平市内の砂防えん堤工事の現場は、電波が全く届か
ない山中だったため「携帯電話でリアルタイムに会社とやり取りが
できなかった」と苦労を重ねながら、作業員への指示出しや発注者・
住民への対応などを学んだ。
　入社して気づいた建設業の楽しみの一つが、現場の中での作業や
構造物の成り立ちなど「普段は目にすることができないものを見る
ことができる」という新たな発見だった。岩手県沿岸部の山田町で
施工した長大な防潮堤に採用された大規模な地盤改良工法などを
目の当たりにすると「心が弾む」と現場の魅力を語る。

　三陸土建は、得意とする山での土木工事に加え、新たな建設市場と
してリニューアル分野にも注力している。その中でも中屋敷さんは、
地中に埋設されている上下水道管を非開削で補強・更新する管路更
生工法分野で期待される若手技術者として、盛岡市中心部の繁華街・
映画館通りでの施工なども経験した。
　このほど発生した能登半島地震では広範囲にわたり水道管が被災
したため、断水が長期化した。ライフラインである水道管の耐震化の
遅れも指摘される中「管更生や布設替えは、地図に残るような華やか
な仕事ではないが、生活に欠かせないライフラインを支えるとても
重要な仕事。建設業がつくるものに無駄なものは一つもない」と自分
の仕事に胸を張る。
　建設業に興味を示す学生には「心構えなどなくても“やる気”さえ
あればできる」とエールを送る。自らも「テキストを読んだだけでは
理解できない性格。パソコンの使い方から書類の作成方法まで、会社
で教えてもらいながら学んだ」と技術者として、社会人としても確か
な成長を実感する。
　2023年度の１級土木施工管理技士試験に合格した。「資格取得は
一人前として認められるためのゴールであり、技術者としての新たな
スタート」と気持ちも新たに技術の研さんを積み重ねる考えだ。

生活インフラ支える仕事に誇り
　岩手県滝沢市発注の配水管布設替工事を担当する。「人前

で話すのは苦手」だが、朝礼では作業員を前に当日の作業

内容や資機材の搬入予定などをしっかりと伝える。さらに

「架空線や埋設物などに気をつけるように口酸っぱく言って

いる」という。施工計画書をつくる段階で図面には未記載の

架空線や埋設管なども多数あるため、現地確認は必須だ。

「必要があればガス屋さんなどにも立ち会ってもらう」と

ライフラインの一翼を担う責任と自覚は誰よりも強い。

職場訪問

教えて
建設用語
！

5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00
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被災地復興に汗流す姿に憧憬
柔の道で体得した攻防の機微
地中工事に生かす期待の若手

1996年6月生まれ。岩手県盛岡市出身。
1級土木施工管理技士

三陸土建　株式会社
本社／〒020‒0122
岩手県盛岡市みたけ５‒15‒12
TEL.019-646-5861　FAX.019-646-5862
URL　http://www.sanriku-doken.com/

工務部主任

中屋敷　勇輝さん
Yuki　Nakayashiki

Iwate
技術者物語

　深く考えながら、まじめにコツコツと業務に取り組んでく
れており、感謝している。国土交通省の発注工事を経験し
たことで、工事書類のまとめなどは安心して任せることが
できる。３件ほど下水道管更生工事の現場管理を担当した
が、１級土木施工管理技士に合格したことで、今後は様々な
工事を任せ経験を積んで更に成長してもらいたいと思い
ます。社訓の“誠意・堅実・敏速”を体現し、100年企業を
目指す当社を代表する技術者に育ってほしい。

代表取締役社長

木下　伸一氏

上司・先輩
から一言

現場の1日

６：00　起床

８：00　朝礼
作業員さんと危険箇所などを確認

23：00　就寝

16：00　現場巡回

18：00　帰宅
スマホゲームをしたり動画やテレビ
を見たりする

12：00　昼食
ネットを見ながら昼飯を食べる

14：00　書類作成やデータ整理

７：00　現場事務所着
その日の作業内容などをチェック

10：00　休憩
作業員さんたちと世間話する

13：00　安全工程打ち合わせ
次の日の作業内容確認と資材等の
段取り

　地中に埋設されている老朽化した既設管に対し、同等以上
の性能を持つ既設管路内で裏打ちし修繕・改築する非開削
工事。

管更生

休日は愛車でドライブと食べ歩きを楽しむ



構造物を誰よりも近くで見届ける喜び

管更生工法で既設管内に塩ビ管など特定の材料を挿入し、内
部に蒸気を送るための装置を積んだ車両。蒸気で加熱するこ
とで、形状記憶効果により円形に復元し、低圧の圧縮空気を送
り込んで管内面に密着させる。

ボイラー
ユニット車

教えて
建設用語
！

現場の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

６：10　起床
仕事の日はこの時間に起床。毎朝妻が起
こしてくれる。素早く朝の支度をする。

９：00　交通規制・作業開始
誘導員の配置状況や看板の設置状況、作
業エリアの明示など。危険や抜かりがな
いか目視確認。作業を監督する。

１8：３０　帰宅・入浴
帰宅後は子供たちと一緒にすぐに入
浴。今日の疲れをいやしてホッと一息。

２1：００　読書
子供たちを寝かしつけたら自分の
時間。好きな小説を読む。

８：００　体操・朝礼
作業員さん全員とラジオ体操。その後、今日
の仕事内容について作業指示及びKY。作
業員さんの顔色や体調確認も監督の仕事。

１０：15　休憩
１５分の休憩。缶コーヒーを飲んで、作業員
さんと少し話す。お昼まであと一踏ん張り。

１5：30　書類づくり
事務所で写真整理や図面の作成などを行う。

１３：００　仕事再開 
今日は市役所に提出する書類がある
のでそれを持って現場を出発。書類を
提出し担当の方と打ち合わせを行う。

７：３０　現場到着
職場の上司や作業員さんに挨拶。前日の作業や
本日の作業についての再確認や軽い世間話。

１２：００　昼食
昼食は妻が作ってくれるお弁当。いつも
美味しい。

１7：３０　勤務終了
今日の仕事はここまで。お気に入りの音
楽を聴きながら帰路につく。

19：30　夕食
今日の夕食はハンバーグ。作ってくれる
妻に感謝。夕食後は子供たちと遊ぶ、最
近の流行は「仮面ライダーごっこ」。

22：45　就寝
そろそろ眠たくなってきたので、読書はここま
で。寝る前に頭の中で明日の仕事のイメージを
してから就寝。明日も無事故・無災害で頑張るぞ。

１4：30　現場巡視　
本日の作業も安全に滞り無く進んでいる。

６：30　出勤
妻と子供たちが玄関先でお見送りしてくれる。
現場に向かう途中のコンビニで朝食を買う。

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

毎日、新しい発見
昨日より今日の自分は
着実に成長している

1994年11月生まれ。大阪府箕面市出身。
一級土木施工管理技士補。二級土木施工管理技士。
下水道管路更生管理技士。

山辰建設　株式会社
本社／〒982-0024
宮城県仙台市太白区砂押南町1-2
TEL.022-248-3341　FAX.022-248-3342
URL　https://www.yamatatsu-kensetsu.com/

工事部主任

市川　元気さん
Genki　Ichikawa

Miyagi
技術者物語

　市川君は同じ建設業界で働いているうちに施工管理へ
興味を抱き、当社へ入社を希望する際も現場監督として
の将来ビジョンや熱意を感じました。実際に現場監督とし
ては未経験でしたが、少しでも早く成長出来るよう技術者
としてのスキルを磨いたり、担当している現場の先輩に対
して分からない事も未解決にせず積極的に確認し日々成長
しています。今後は一人前の技術者になって地域や建設
業界に少しでも貢献が出来る人間になる事を願っており
ます。

代表取締役

與那覇 一登氏

上司・先輩
から一言
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　名前の通り、明るく元気な好青年だ。
　大阪府箕面市出身で、実家は型枠大工を営んでいる。「中学生時代
に何度か父親の手伝いで現場にも出た」。そのころから建設業界は身
近な存在で、社会人になってからは「職長」として活躍し出した。
　全国を股に掛け、東日本大震災から１年後に岩手県宮古市に入り、
復興事業に携わった。それから１０年ほど東北６県で出張生活を送る。
　型枠業界、建設業界の未来に対して考え始めたのもそのころだった。
　同時に「長い出張生活で家族に寂しい思いをさせてきた」ことから、
「定住しようと思うようになった」
　思い切って家族で仙台に移った。
　そこで数ある総合建設会社の中から山辰建設とめぐりあう。地元で
長く活動し、地域に根差した会社である。
　與那覇一登社長に直接メールを送ると、「とても温かい言葉をいた
だいた」。それが後押しとなった。「自分が望み、求めていた仕事がで
きると思った」
　この３月まで仙台市建設局発注の「国見一丁目地区老朽管改築工
事」の現場に携わった。山辰建設に入社して初めての現場である。「型
枠工事の職長と違って、元請けとして現場を総合的に管理する」
　本来、古くなった下水道管を掘り返して新しいものに替えるのだが、
この現場は違った。「今ある管の中に、特殊コーティングして、新しい
管を構築していく」。更生工法だ。コストや工期が縮減でき、何よりも
騒音が少ない。道も狭い住宅地にはうってつけの工法の一つだ。
　「今までの知識や技術はほとんど通用しないと言っても過言ではな
いほど、全く違う。同じ建設業でありながら、一言で土木と言っても業
務の幅はこんなに広いのかと思った」
　今回の改築で、この先５０年は持つ。
　物心ついた時から、周囲が驚くほど几帳面な性格で「何事もキッチ
リしていないと気が済まない」と笑う。更生工法の現場管理も「コー
ティング材の厚みや強度、堅さが重要で、しっかりとした強度を保つた
めに硬化時間の管理や温度など確実に、緻密に管理することを心がけ
た」
　「毎日新しい発見ばかりで新鮮で充実している」と言う。
　たいへんな勉強家で、下水道管路更生管理技士の資格も取得した。
「昨日の自分より今日の自分は確実に成長している」と日々実感して
いる。
　昨年は東北地方工事安全施工推進大会『ＳＡＦＥＴＹ２０２３』が「安全
に関する体験・提案」をテーマに募った論文に応募した。タイトルは
『建設業従事者の高齢化からみる安全管理』。見事、佳作に入賞したの
だが「次は優秀賞を目指したい」とも。

　施工管理者としての経験はまだ浅いが、建設業に１０年以上携わっ
ている身として思うことがある。「この仕事のやりがいはやはり、一つ
の現場に大勢の会社や人がかかわって、着工から時間をかけて一つひ
とつ安全に丁寧に積み重ねながら構造物ができあがっていく。それを
誰よりも近くで見届けながら、日々管理をしていくことにある。そして
工事が無事安全に竣工できた喜びと達成感は、この仕事をしていて
良かった」と。
　「２人の男の子の父親で、そのうち働いている姿を見せたい」
　それがきっかけで「将来、建設業界に…と言ってくれたらうれしい。
與那覇社長にも『市川くんの息子が大きくなって、いつか山辰建設で
働きたいと思ってくれるような会社にしていきたい』と言ってもらっ
た」
　泣き虫な子どもで、強くなるようにと父親の勧めで小学校１年生の
ころから極真空手を習い、約１０年道場に通った。体を動かすのが好き
で活発な子どもだったが、その時分から本が好きで、多いときで年間
２００冊ほど読んだ。村上春樹を始めありとあらゆるジャンルを読むが、
一番の愛読書は吉川英治の『宮本武蔵』。
　「学ぶものがあり、それが次の知識の源になる」

休日は家族４人での

外出が楽しみ

　仙台市は膨大な下水道ストックを効率的・効果的に維持管

理するためアセットマネジメントの手法に基づく施設整備を

進めており、老朽化した下水道管の改築事業は管更生工法

が中心となっている。市川さんが担当したのは仙台市が発

注した国見一丁目地区老朽管改築工事（更生工法）の路線

延長は８３９㍍。老朽化対策と同時に耐震性も高める。特に狭

い道路での作業となるため、通行する住民の安全に最大限

気配りしながら施工した。

職場訪問
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　より良い工事をより早く、より安く、より安全に―大正10年に創業
した菅与組（秋田県潟上市、菅原孝次郎社長）。103年の歴史を持つ
同社で初めての女性土木技術者として働く川上聖七さん。工事部
工事三課に所属し、土木工事の現場管理に携わっている。仕事を離れ
た休日には、地元の女子ラグビーチーム・秋田ノーザンブレッツプレ
アデスでスタンドオフを務める“ラガール”としての顔も持つ。
　2016年のリオデジャネイロ五輪から７人制が正式種目に採用され、
近年注目を集める女子ラグビー。川上さんのポジションは、味方の
ボールを初めに受けて、その後の攻撃戦略を判断する「スタンドオフ」
だ。冷静で的確な状況判断と高い戦術理解度が求められ、キックや
パス、ランなどあらゆるスキルを駆使して攻撃の司令塔となる。
　ラグビーの実業団で選手として活躍した父親のもと、３姉妹の次女
として誕生した。中学校まではバスケットボ―ルに打ち込んでいた
が、秋田県立男鹿工業高校に進学すると同時に「高校生以上」という
所属条件を満たし、父がコーチを務めるプレアデスに加入した。３姉妹
のうち、お姉さんは結婚して引退したが、妹も同じチームに所属して
おり、生活の中心にはいつもラグビーがあった。
　学校では設備システム科に所属し、空気調和や衛生防災など設備
関係をひと通り学んだ。だが、同じ建設業でも電気やガスなど建物内
のインフラを担う設備工事と、屋外の構造物を整備する土木工事では
全く異なる。その中で土木を選んだ理由を尋ねると「外で働く仕事
に就こうと考えたときに、学校に貼ってあった建設業女性活躍応援
ポスターを見て関心を持った」と、現場で輝く“土木女子”の姿に心を
惹かれたという。
　菅与組との出会いは、学校の先生からの推薦だった。応募前職場
見学で訪れた際に「雰囲気が良く、現場のことを丁寧に説明してく
れた先輩と一緒に働いてみたくなった」と好印象を抱いた。
　創業以来初の土木女性技術者として同期の男性２人とともに入社
したが、地元の建設会社でクレーンなどのオペレーターを務める父
との会話は「もっぱらラグビーの話題ばかり」で土木の知識はほとん
どなく「現場を管理する技術者の仕事については、まったくイメージ
がなかった」と振り返る。
　「若いうちにいろいろな現場を経験してほしい」（畠山宗太郎専務）
との育成方針のもと、配属された工事三課の先輩社員の指導を受け
ながら、河川や圃場整備、舗装、橋梁補修など、さまざまな分野の

土木工事に従事した。「ひとくくりに土木一式工事と言っても全く
違うものをつくっている」と、わからないことは先輩に聞きつつ
「なにを聞かれてもすぐに反応できる技術者になりたい」と知識の
習得を欠かさない。
　女子ラグビーのチーム数はまだまだ少ないため、試合などで他県
に遠征することも多い。現場の作業が天候の関係などで休日に順延
することもあるが「試合と重なる日は休ませてもらうこともある」と
周囲の理解と協力を得ている。菅与組では24年度から完全週休２日
に移行し、社員が仕事とプライベートを両立できる環境整備が進ん
でいる。
　土木の現場は、夏は暑く、冬は寒い、足場も悪く、自然災害が発生
すればそれにも対応しなければならない。ただ「パスがつながって、
トライできた瞬間が最高」と語るラグビーでの喜びと同様に、もの
づくりという目標に向け、さまざまな工種の作業員の手を経て、現場
が一丸となって目標に進むところは共通する。
　この２月には２級土木施工管理技士の試験に合格した。「まずは
規模が小さな現場から任せたい。自分で現場を回し、一人立ちして
ほしい」（畠山専務）と会社からの期待も大きい。川上さんも「工程
通りに現場がうまく動くようにしたい。無事故無災害は当然のこと」
と、施工チームの“スタンドオフ”として現場をリードする構えだ。

成長著しい期待の“スタンドオフ”

試合に母と姉、甥が応援に駆け付けた

　川上さんが担当しているのは秋田県五城目町発注の五城

目橋橋梁補修工事だ。町の橋梁長寿命化計画に基づき、

1966年に架設された長さ95・２㍍のプレストレストコンク

リート橋の橋面を舗装するとともに、高欄や伸縮装置を交換

し、橋のライフサイクルを延ばし、損傷による事故の防止と

町民の安全・安心を確保する。川上さんは測量や工事写真の

撮影・整理などを担当しているが、ことしは記録的な暖冬で

奇跡的な好天が続き、予定よりも早く工事を終えた。

職場訪問

　1995年の阪神淡路大震災を契機に道路橋示方書が改定
された。地震時に橋桁が落下するのを防止する耐震装置で、
橋桁など上部構造の落下を防ぐ。桁連結装置や変位制限装置、
縁端拡幅ブランケットなどがある。

落橋防止装置

教えて
建設用語
！

休日の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

７：00　起床
朝食後、ラグビーの練習へ。
コーチの父と車で秋田市まで移動。
会話はもっぱらラグビーの話題

13：00　
練習終了後は友達と遊ぶ。
買い物か映画、カラオケが多い。
疲れ果てて寝ている日も。

24：00　就寝
いい夢が見れるといいな。

19：00　夕食
母の手作りハンバーグは最高。
最近は筋トレする日も増えてきた。

10：00　練習開始
チームメートと真剣に、
わきあいあいと

22：00　入浴

Touhoku Construction Engineer Story / 技術者物語

2002年2月生まれ。秋田県潟上市出身。
２級土木施工管理技士

株式会社　菅与組
本社／〒018‒1402
秋田県潟上市昭和乱橋字下畑50
TEL.018-877-4117　FAX.018-877-2454
URL　http://www.sugayo.com/

工事部工事三課

川上　聖七さん
Seina　Kawakami

Akita
技術者物語

　入社から４年が過ぎ、年齢が近い先輩も少ない中、仕事
に対して前向きによくがんばってくれている。このまま女
性ならではの感性を大事にして土木の仕事を突き詰めて
もらいたい。当社初の女性土木技術者ということもあり、
最初は戸惑うところもあったが、今後はライフイベントに
合わせて、さまざまな制度の整備を進め、会社も一緒に成
長していく。わが社が迎える新たな時代を象徴する人材と
して育ってほしい。

専務取締役

畠山 宗太郎氏

上司・先輩
から一言

土木女子に惹かれ建設業へ
ものづくりとラグビーを両立
仲間とともに目標へトライ！
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　「建物が無事故・無災害で完成した時は、病気で亡くなった父の墓前に
無事現場が終わったことを報告している」と語るのは、山形県上山市内に
ある総合建設企業・羽陽建設に勤務する吉野道洋さんだ。現場代理人と
してのデビューから約20年。この間、吉野さんは「全作業員を毎日無事な
姿で家族の元に返すことは現場を預かる者の重要な使命だ」との決意の
もと、数多くの建築物を安全第一でつくりあげてきた。
　吉野さんは、伝統ある赤湯温泉や“鶴の恩返し”の伝承地として知られ
る山形県南陽市で誕生した。育った家は大工だった父親の道具・資材置き
場を兼ねており、「やんちゃで落ち着きがなかった。ものづくりが好きで、
図工が得意科目だった」という吉野少年にとって楽しい遊び場の一つ
だった。「鉋（かんな）は大事な道具だ。刃も付いているから危ない」と
父親に怒られながらも、くぎやとんかちを使い、端材でロボットなどを
つくって遊ぶ少年期を過ごした。
　建設業界を意識し始めたのもこの頃で、きっかけは父親が脳梗塞を患った
ことだ。当初は軽症だったが、足場や屋根などの高所作業中での突発的な
再発による転落事故の危険などを考慮し、父親は大工を辞めてトラックの運
転手に転職した。それ以降、吉野さんは度々父親がものづくりへの未練や
葛藤をにじませる姿を目にし、「本音は大工への復帰を望み続けている。
それなら代わりに思いを引き継ごう」と建設業への志しを抱いた。
　高校は県立米沢工業高校建設系建築科コースに進学した。学業に励む
一方、放課後は地元の温泉旅館でのアルバイトに汗を流した。人気温泉地と
あって特に繁忙期の忙しさは目も回るほどだったが、中学時代に長距離走選手
として鍛えた体力を生かし、高校の約3年間を勤め上げた。その中で、さま
ざまなお客さんとのやり取りを重ね、コミュニケーション能力に磨きをかけた。
　就職活動は、高校に求人を寄せた羽陽建設が「建築部門の募集で、実家
から近く、少しでも雪が少ない上山市だった」との理由から迷うことなく
応募し、1人だけの採用枠を見事に勝ち取った。
　入社直後は中学校体育館新設工事の現場に配属された。高校で専門
教育を学んだが、先輩女性技術者から指導を受ける中で「現場管理につい
て知っているつもりだった」と自身の未熟さを痛感。建物に基準線を引く
墨出しや現場の写真撮影方法などの基本を一から学び、職人さんからも
専門用語や使い方などについて教えを受けて知識を深めた。
　初めて現場代理人を任されたのは20代前半での戸建て住宅だ。1人で
全責任を負うプレッシャーに押しつぶされそうになったものの、「託して
くれた施主のご家族のために、より良い家をつくろう」と悩み、先輩や上司
たちの助けを得ながら業務に取り組んだ。その結果、施主から「良い家を
つくってもらった」と感謝の言葉をかけられ、達成感に満たされた。

　その後、数々の現場を経て現場代理人として成長を重ねた吉野さんは、
山形県出身で東北地方を代表する建築家・本間利雄氏が手掛けた上山市立
上山小学校を始め、蔵王坊平高原のアスリートリカバリーセンターや半導体
関連企業の工場新築など、地元・山形で多くの建築工事に携わった。ただ、
そのいずれも「楽な現場は1つとしてなかった」と話す。小学校の場合、
東日本大震災の影響で着工時に職人・資材が不足していた。吉野さんは
「電話帳片手に片っ端から付き合いのない事業者さんにも電話して何とか
協力を得た」と、培ってきたコミュニケーション能力を生かしてこうした
難局を乗り越え、名建築を世に具現化してきた。
　現場を監督する上で重視するのは「施工時と施主の安全性だ」と力を込
める。発注者にはあらゆるリスクを減らすため、足場の設置などに必要な初
期投資や高品質化の必要性を理解・承認してもらう。その上で工程を正確
にイメージしながら進めることで安全で手戻りのない施工を心掛けている。
　趣味はドローン撮影で、「上棟する瞬間が好き」と現場の空撮なども
自ら担っており、オフの日は雲海なども撮影している。
　吉野さんが歩む道は幼き頃に父親から引き継いだものだった。だが、
公私ともに“ものづくり”の魅力に漬かる日々を楽しみつつ、今日も愛する
ふるさとのまちに建物をつくりあげている。

職人・資材不足の難局も
　　　　交渉で乗り越え名建築具現化

家族と行った初詣

　吉野さんが取材時に担当していたのは、上山市内の工場

新築工事の現場。世界的な資材の不足・調達の遅れを見据え、

着工前に「時間がかかる資材を仮発注し、設計者と協議して

省力化できる材料に変更した」と現場代理人の役割を果たす。

　熱遮断材の施工は初めてだったが「細心の注意を払い

ながら屋根・外壁の内部に設置し、高い機密性と良質な仕上

がりを目指した」。全職員・作業員の体調管理も重要な役割で、

記録的な猛暑の中、熱中症対策に注力し、工期内に無事故・

無災害で完成させた。

職場訪問

　屋上に設置するハト小屋に似た凸状の箱。設備機器が集中
する屋上に、防水層を直接貫通しないで電気・設備配管、ダクト
などを立ち上げる場合に必要になる。

ハト小屋

教えて
建設用語
！

現場の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6：00　起床
子供と弁当の準備。
（ある程度、前の晩に準備しておく）

8：00　体操・朝礼
作業員さん全員と体操。
その後、世間話を交え安全について
朝礼で指示。その後、異変や異常が
ないか、必ず現場を一周。

19：30　帰宅・夕食

15：00　休憩
休憩時間とはあるが、タバコもやめ
たので休憩しているって感じはない。

7：30　現場到着
まずは、メールをチェック。
メールの内容によっては、今日の仕事
内容が変わる。

6：50　出勤
道路が混む前に早めに出発。

10：00　休憩
10時と3時は15分の休憩。
さて、お昼まであと一踏ん張り。

24：00　就寝

17：30　現場作業終了
必ず、職長さんに「お疲れ様でした」
の挨拶は欠かさない。
書類作成と打合せ議事録のまとめ・
施工図のチェック等。

12：00　昼食
娘が作ってくれた弁当を食べる。

14：00　打合せ
施主・設計事務所・関係業者との打合せ。
進捗状況の説明や要望及び協議事項
の確認　※長いと、20時くらいまでかかる
場合もある。耐久6時間打合せ。

13：00　作業打合せ
午後からの作業変更の確認と翌日の
作業内容の確認。職長さんとコミュ
ニケーションを図る。

22：00　入浴
スマホタイム（好きな格闘技を見る）
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亡き父の遺志継ぎ
歩む建設業の道
安全第一の現場代理人

1980年12月生まれ。山形県南陽市出身。
１級建築施工管理技士

羽陽建設　株式会社
本社／〒999‒3123
山形県上山市美咲町2‒1‒95
TEL.023-672-1326　FAX.023-672-4405
URL　https://www.uyoukensetsu.co.jp/

建築部課長

吉野　道洋さん
Michihiro　Yoshino

Yamagata
技術者物語

　吉野君が入社した後の数年間は建築部の新規採用がなく、
その間一番の若手としての時期が長く続きました。本人と
しては複雑な思いだったかもしれませんが、その分みんなに
可愛がられながら多くの先輩たちのもとで多くの経験を
積み、それが彼の大きな財産になったと思います。加えて持ち
前の明るさとコミュニケーション力の高さから多くの協力業
者や職人さんに慕われる管理者に成長してくれました。
　今後は建築部門の中核的役割を担っていくとともに、後輩
の指導・育成にも注力してもらいたいと思っています。

建築部長

安田　勝氏

上司・先輩
から一言

6：00　朝食
朝食は、パンとコーヒー。



　加登島さんは１９９７年８月、福島県二本松市内で３兄妹の末っ子とし
て生まれた。母子家庭で育ち、小学校の時には和太鼓や鼓笛隊など音
楽系の活動に勤しんだ。中学校では、培った音楽の素養を生かして吹
奏楽部に入部。フルートとピッコロを掛け持ちし、３年時にはトラン
ペットを担当した。
　こうして迎えた人生最初の選択とも言える高校受験期。小学生の時
に自宅近くの住宅展示場に行き、新しくてきれいなモデルハウスを
「ワクワクしながら見た」。それ以来、建築や職人を「カッコいい」と思
うようになっていた加登島さんは、次兄も通った福島県立二本松工業
高校への進学を考えたが、ほぼ男子校と言える男女比率や『土木・建
築』と女性とのイメージのギャップを心配した母親の強い奨めで、県
立安達高校の普通科に進んだ。
　高校では「レベルが高くついていけるか不安だった」という吹奏楽
部への入部を見送り「元々興味があった」美術部に中学からの親友と
揃って入部。その後、ともに退部して書道部に移籍するなど、親友と一
蓮托生の高校生活を謳歌するうち、２度目の人生の選択期を迎える。
　当時、自立を考えていた加登島さん。高校卒業後は就職するつもり
だったが、『社会に出るまでもう少し猶予期間があったほうが良い』と
して進学を押す母親の意向に添って進路を変更。以前から憧れの業種
だった建築を目指すべく、郡山女子大学の人間生活学科建築デザイン
コース（当時）に進んだ。実はこの時も母親に反対されたが、工業高校
への進学と高校卒業後の就職を諦めた中、「これ以上は譲りたくな
い」と自らの意志を貫いての入学だった。
　大学では構造力学や生活動線を重視する授業の内容をいかに設
計・デザインに落とし込むかに迷い「好きなことをやっているというよ
り、悩んでいることのほうが多かった」という。就職活動の時期には、
憧れだった職人の道を模索したものの、勇気を持てず躊躇していた中、
担当教授から紹介されたのが秋山ユアビス建設だった。
　会社のＨＰを見ると、高校通学時に着工から完成までを見届けた二
本松復興公営住宅の施工を同社が担当していたことがわかり「勝手
に縁を感じ、入ったほうが自分のためになると感じた」。施工管理とい
う仕事の内容はよくわからなかったが「建物づくりに最初から最後ま
で携わり、職人さんとも近い位置にいる。頑張ってみようと思った」。
　念願だった建築の世界に飛び込んだ加登島さんだが、その歩みは
順風満帆とはいかなかった。入社から程なくして配属された現場で、
周囲から『慣れるため現場に出たほうがいい』と言われていたが「職
人さんに『邪魔だ』と言われると思い、怖じ気づいてしまった」。生来

の生真面目さから、人に迷惑を掛けてはいけないと思い悩み、事務所
に閉じこもる日々が続いた。
　上司・先輩のサポートもあり、３つ目の配属先となる解体現場で、少
しずつ職人と話せるようになっていた加登島さんに大きな転機が訪
れる。入社２年目に結婚、出産し、７カ月の産休を経て復職した際、「会
社の雰囲気がとても温かかった。それに何とか応えるため、産休明け
は頑張ろうと思った」と一念発起。覚えられなかった職人たちの顔と
名前が一致し出したこともあり、復職後、最初に配属された現場で
「職人さんとコミュニケーションを取れるようになってきた」という。
　技術者としての階段を登り始めた加登島さんの今の目標は、１級建
築施工管理技士の資格を取得し、現場の第一線で活躍できる技術者
になること。「今は自分の仕事が目に見えず、人に伝わらないため達
成感は低いが、仕事が目に見えて人に伝わり、自分でも大きな達成感
が得られるよう、もっと頑張りたい」。
　周囲の支えとプライベートの環境変化をきっかけに自らの殻を破り
つつある加登島さんが、技術者としての足跡を地域に刻んでいく日は
近い。

現場の悩みも産休契機に一念発起
　　　　仕事も家庭も“大黒柱”へ成長中

プライベートで愛娘と過ごす至福のひととき

　加登島さんが１年ほど前まで携わっていたのが、福島県発

注の県立葵高校第２グラウンド管理棟改築等工事（建築）だ。

鉄骨造２階建て延べ３６１・２６㎡の部室棟を新築するとともに、

既存の管理棟を解体。グラウンド附帯施設の改修工事も行っ

た。工期が２０２２年４月下旬から２０２３年３月末までだったた

め、夏の猛暑から冬の厳寒まで体験。「現場は天気や気温で

左右されるが、その時に応じた対策を取り、施工を進めてい

く上司や職人さんを見て現場を学んだ」と振り返る加登島

さんにとって転機となる現場となった。

職場訪問

　建設現場において工事期間中、安全確保や防犯のため、敷
地境界線に沿って設置し、現場と外部を隔離する仮の囲い。用
途に応じて安全鋼板、ネットフェンスなどさまざまな種類があ
る。

仮囲い

教えて
建設用語
！

現場の1日
5：00
6：00
7：00
8：00
9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
24：00

6：00　起床
朝に弱く6：30になることが多々。
娘のご飯の用意。

7：50　現場到着
いつも遅く到着して申し訳ない気
持ち。メール等の確認をする。

20：30　寝かしつけ
9：00前に寝かしつけに入れたら上々。

24：00　就寝
娘の寝顔と寝息に癒される。

8：15～
現場確認、写真の撮影、事務所での
書類・施工図の作成等行う。

17：00　作業終了
現場の片付け・戸締り後、事務所で作
業。明日の予定を把握し準備をする。

18：00　帰宅
買い物を済ませて夕食の準備。寝かし
つけまで時間との勝負。

17：30　お迎え
職場が近い夫におまかせ。早く帰れ
た時は私がお迎えに行くことも。

19：00　夕食・入浴
娘の機嫌にあわせて臨機応変に。
合間に家事（片付け・洗濯・掃除）。

22：00　家事・晩酌
帰宅後終えられなかった残りの家
事を済ませる。お酒をのみながら自
分の夜ご飯を食べる。

13：00　仕事再開
職長打合せを行い作業の状況を確認。上
司のように段取りできるようになりたい。

7：30　出勤
夫に娘を保育園に送ってもらうまで
ドタバタ。

8：00　朝礼
作業の内容、安全注意事項、人員等の
伝達。今日も無事故でありますように。

13：10～
午前同様の作業を行う。職人さんっ
てすごい。

12：00　昼食
朝てきとうに詰めたお弁当を食べ
る。味噌汁を持ってこられた日は自
分をほめる。
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心の支えは周囲と家族
真面目さに〝強さ〟を加え
覚醒間近の「ママさんエンジニア」

1997年8月生まれ。福島県二本松市出身。

秋山ユアビス建設　株式会社
本社／〒965‒0875
福島県会津若松市米代1‒4‒30
TEL.0242-27-3770　FAX.0242-27-0428
URL　https://aki-ken.co.jp/

建築部

加登島　弥希さん
Miki　Katoshima

Fukushima
技術者物語

　入社試験で面接した時は、志望動機や自分がやりたいことをしっかりと話
し、すごく真面目そうという印象でした。当社にとって初めての女性技術者で
すが、こちらが構えすぎると逆にやりづらくなると思い、着替えやトイレなど、
気を使うところは使いながらも、敢えて他の社員と同じように対応していま
した。入社後は本当に真面目過ぎて「これが出来ない、あれもわからない」と
自信を失い、元気がない様子が見受けられて心配した時期もありました。産
休後、ガラッと変わったというまでの印象はありませんが、少し強くなった気
はします。結婚・出産し、仕事だけでなくプライベートも大変な中でプレッシャ
ーも大きいと思いますが、仕事を覚えたい、資格を取りたいなど、向上心の強
い子ですので、自分の希望を叶えるためにも良い意味で肩の力を抜いてほし
い。会社としても応援するので何でも言ってほしいと思っています。

代表取締役社長

秋山　武義氏

上司・先輩
から一言
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